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論文内容要旨

 近年,自律神経機能と瞳傷との関係について興味ある華実が加えられつつある。すなわち,局

 所の自律神経機能がその支配臓器に沿ける癌¢)発生および進展に関連する事実が観察され,一方

 全身的統御のもとにある自律神経機能は,当然その中枢と1塵瘍の発生に蘭連ある実験報告がされ

 ている。今回筆者は,妊娠初期家兎の片側。副交感帯を電気凝固により破壊する実験を行ない,

 4例の子冨内膜腺細胞由来の蜘島を認め.,自律神経機能と挫傷発生に密接な関連をうかがわせる
 事実を得たので,ここに報告する。

 実験材料ならびに方法

 1)'一体重20㎎以上の非妊雌家兎48匹を雄家兎と交尾・させ,第8-14日に妊娠を確め,間

 脳視床下部G副交感帯{NucleushypOthala皿icu81aterali8)片側を電気凝固

 によって破壊した。破壊後は隔離して妊娠の経過,分娩の有無,自然死等を観察し.,交尾後最短

 は5週から最長は85週にわたって,屠殺し,ホルマリン画定,H-E染伊によって,主として

 子宮について細鱗蛍的に検索した。7匹の家兎に胎仔のみを除去した後,G副交感帯を破壊し観

 察した。2)非妊娠家兎のC副交感帯片側をろ匹に,2匹に両側を破壊した。5)発生した子宮

 内腫瘍を背部皮下に自家移植.他の2匹の家兎の耳介と1匹の背部皮下に同種移植した。

実

験 成

績

 1)交尾後節8-14日に片側C副交感帯を破壊した妊娠家兎の48例中,流早産を含めて胎

 仔の娩出が起つた例21例し45.7%),胎仔死亡,吸収が起り胎仔の娩出が起らたかった例

 18例しろZ5%),破壊直後または満期前死亡例8例,胎仔娩出の有無不明例1例であった。

 これらのうち胎仔が死亡し吸収された18例のなかの4例に開腹時肉眼的に子宮に腫瘤を認めた。

 ⊂れらの腫瘍はいづれも組織堂的には,子宮内膜腺細胞由来の撞翻であった。胎仔娩出21例と

 娩出不明1例の全例は}肉眼的に全ぐ子宮に1庫瘤は認められず,組織学的にも植傷は認められ左

 かつた。種塊発生率は満期前死亡を除くと,40例中4例し10%)となるが,胎仔が死亡し吸

 収された群についてみると18例中4例t22.2%)と茂る02)i唖傷発生例の所見。第1例,

 交尾後11日目に破壊,70日目自然死亡,子1冨は極大し暗赤・色,種瘍は両側子宮に発生,瀰漫

 性に発育し内脛へ向ってポリープ様,連瘍の大きさは}母指頭大から大豆大であった。その組織像

 は,立方状上皮が小腺管を形成した腺癌の蘇で'3つた。一1鞠、ヒ1蜘盗が拡大したey8七adGno一
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 carcinOma,の像を呈したが,大部分は濃染核と小さい明るい原形質を持つた腫瘍細胞から形

 成された小腺管が留焦した増殖像であり,筋愚内へ強く浸潤性に発育していた。第2例,交尾後

 10日目に破壊,50日目自然死亡,子宮は腫大し暗赤色,腫瘍は左子宮に発生,限局性に発育

 し拇指頭大であった。組織像は,一般に扁平な一層の上皮に覆われたやや拡大せる腔を持つた

 湶管の密集増殖像であった。一部には濃染核を持ち明らかな腺腔を形成せずに,充実癌の様相を

 呈しながら筋脳内に浸潤性に増殖して行く像が見られた。第5例,交尾後9日目に破壊,46週

 目屠殺,子宮はむしろ萎縮,正常色,・腫瘍は左子宮に発生,限局性に発育し小豆大,組織像は,

 扁平で小さた核を狩った上皮が乳頭状の腺管を形成してむり,その極く一部に濃染核を持つた小

 腺管像の増殖部分があり,筋層内に増殖していた。第4例,交尾後10日目に破壊,48週目に

 屠殺,子宮は瞳大し暗赤色,腫瘍は右子冨に発生,限局性に発育し小豆大,組織像は,.円柱状上

 皮からなる小さ支線管が浮腫性の豊富な間質を介して集合した組織像であった。極く一部に充実
 性の増殖部が認められた。人の乳腺腺腫によぐ似た組織像であった。ろ)非妊娠家兎の片側。副

 交感帯破.壊を5匹に行恋い,破壊後2'ろ～28日に屠殺すると,子宮の左右とも太さが約1/2

 に萎縮し,特に粘膜部が萎縮性であウ,僅傷性変化はみられなかった。・4)発生蓮瘍の移植実験・
 a)自家移植,発生した唾瘍の一・部を切除して背部皮下に移植した。移植後19日目に死亡した

 が,直後の組織学的検索で移植部位に原発巣にかける小線管密集像に一致する組織の腫瘍塊が認

 められた。一部では移植部の皮下組織,横紋筋組織を越えて浸潤性に増殖していた。b)同種移

 植,発生した腫瘍を他の家兎の耳介と背部皮下に移植した。移植後4月目には炎症症状が強ぐ現

 われたが.,56日目,80日目の組織的検索で,移植した組織はすでに吸収されてレ・た。

考 按

 妊娠初期家兎48例の視床下部C副交感帯(Nucleu8hypo七haユamicu81at6ralis)

 を電気凝固により破壊した結果,18例が胎仔死亡を来たして吸収された。⊂れら胎仔が死亡し

 吸収された18例中子宮体部腺癌2例,腺腫2例の発生をみた。li飼鳥発生率は22,2%と高頻度

 となる。Polsonは560匹中4例ω.71%)の家兎の偶発性子宮腫蠣を報告している。こ

 の頻度の点からいっても破壊実験が何らかの影響をおよぼしたものと考えられる。又2例の腺癌

 はpapillarycystaαenocarcinoma様の像で浸潤性に発育して細り偶発性腫1易とし

 ては記載されてい左い像であった。C副交感を破壊した場合の海褥子宮内に発生したこれらの痙

 煽の発生機序については,自律神経中枢の破壊が,神経を介して末槽におよぶ場合と,hUiuora■
 な変化を介して唾傷の発生に関連を持つ場合のいづれかの機序が考えられるが,そり詳細につい
 ては不明といわざるを得たい。いづれにせよ,.妊娠動物のG副交感帯を破壊すると胎仔は死亡し

 吸収され,その産褥子宮に高頻度に体部粘膜の異常増殖が発現することは明らかである。
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 妊娠初期家兎48匹に視床下郎を電気減固により飯撫すると18例に,胎仔死亡,死胎仔の吸

 収が起つた。これらの18例中4例に,子'1都落li腺繕21/1㌧・幽i`i2例の発生をみた。
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 審査結果の麦旨

 著者の属する教室では,先に,間脳視床下部のnucleu8■a七erali6を電気凝固によって

 破壊することによウ,絨毛癌類似の腫瘍の発生を認めているn著者は2、D晦以上の雌家兎48匹を

 雄第三鬼と交野三させ,第8～14日に女王娠を確ゴbめた後,前言己の要録{て∋n“cleu6互ypotha].一

 amicu81a七eralisを破壊して,その後の子宮変化を観察した。

 て)破壊実験した48例中,流・早童を含めて胎仔を娩出したもの21例(44%),胎仔の死

 亡・吸収が起こり娩出がなかったもの1831i(58%),母獣死亡8例,胎仔娩出の有無不明1倒

 であっだ。

 2)胎仔吸収の18輿車4鯛の子窟に腫瘍の発生を認めた.しかし胎仔胎出働輪よび娩出の有無

 例の22例には腫瘍発生を認めなかった∩

 5)腫瘍発生の1例は交尾後11日目破壊,70日目自然死亡したもので,子宮は腫大して暗赤

 色。腫瘍は両側子宮に発生,それぞれ内腔に向って,拇指頭大から大豆大のポリ{ブが突出してい

 た,,一部は腺腔が拡大しだ腸癌の像を呈した。腫綴細胞の大部分は,濃染核と小さい明るい原形

 質をもち,このような細胞によって形成された/塊泉管が密集し,筋層内にも浸潤性に発育していた。

 第2例は交尾後旬日目破壊,50日目自然死亡。ll喜1瘍は左子宮に発生ンー部充実癌様,}部癌

 様であった。第5例は交尾後9日目に笹芝壊,46週目に屠殺。子宮はむしろ委縮,正常色,腫瘍は

 左子宮に発生,限局性で小豆大,組織豫は扁平で小さな核をもつた上皮が乳頭状の腺管を形成し,
 極ぐ一部に濃染核を革)つた腺管像を呈した。組織像から腺癌と考えられる。

 4)交尾後10日目破壊,48週目に屠殺。子宮腫大。組織像は腺腫であった。

 5)非妊兎の視床下部外側核破壊ては,子宮の大さも粘膜も委縮し・腫瘍発生はなかった。

 6)前記腺癌は自家移植;が可能であっ吃が,同種のう移ネ直は失敗した。

 以上,妊娠初期に自律神経中枢たる視床下部外側核を破壊することにより,子宮に腫瘍の発生ず

 ることを証明した論文であり,学位授一与に価するものと判定した。
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